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   We determined the blood concentration and urinary  excretion volume of a new 
sulfamide "Merian", and, as the results, confirmed that it is a long acting sulfa drug. 
   Besides, we administered the drug to 26 cases of urinary infections diseasesand the 
results were 7 cases of complete cure  (26.9%), 13 effective cases (50%) and 6 non-effective 
cases  (23.1%). In the trial for prophylaxis of infection we used it for 39 cases in all of 
which we could obtain the satisfactory preventive effects. 
   Regarding its side-action, it was observed only in two cases (3.1%) out of the whole 
65. 
   We believe that "Merian" is not only an excellent drug to urological infections but 
also can be used as an excellent prophylactic in view of its long-acting  nature.
新 し い サ ル フ ァ 剤Merian,即 ち3-(P-ami-
110benzolsulfonamido)-2-phenyl-pyrazol
は,次 の ご と き 構 造 の 白 色 結 晶 性 粉 末 で,殆 ん




し た 薬 剤 で,Rentchnick/Essellier,Hunzi-
kerundGoldsand'NeiPP,Padowetz,Sa-
ckmannundTriPod∫Goldhammer'Bac-
hmann.Pau!yundS:hmidt等 に よ り,そ の
薬 用 学 的 性 伏 並 び に 臨 床 成 績 が 発 表 され て い
る.そ し て 今 日,1)適 度 の 血 中 濃 度 が 長 時 間
持 続 さ れ る,2)組 織 移 行 性 が 高 い ・3)溶 解 度
が 高 い(pH7で 約150mg%),4)invitro
testでgram(十)よ りgram(一)の 比 較 的
広 範 囲 の 細 菌 に か な りの 抗 菌 力 を 示 す こ と が 明
ら か に さ れ て い る.従 つ て 臨 床 的 に は,1)少
量投与に より効果が期 待で ぎ頻回投 与の必要が
ない.2)溶 解度が高 く,尿 中排 泄がかな り良
好のため副作 用が 少ない 等 の 利点 を 持 つてい
る.わ れわれは大 日本製薬 より本 剤の提供を受
け,種 々の泌 尿器感染症 に使用 し,良 果を得た
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お1.1ない し3.Omg%の 値 を 示 した.29投 与 で は,
4時 間 で13.1ない し16.4mge/oの最 高 濃 度 に達 し,24
時 間 移 に もなお2.4ない し4.9mg?・6を証 し得 た.
B)尿 中排 泄量
29投 与 並 び に19投 与 各組 に お け る24時間 の 尿 中
排 泄 量 は第2表 に 示す ご と くで あつ て,い ず れ も41な
い し65%の排 泄 を示 した.
Merianの吸 収 及 び排 泄 につ い ての上 記 のわ れわ れ
の 実験 成 績 は,.?θntchnicJe/Goldham:'ne?'ノEsse-
llier,HUnzikeジ"ndGoldsand等の得 た成 績 に ほぼ
一 致 をみ た .Rentchnickは29投与 の際 の血 中濃 度
は4時 間 で14.2mg%,6時 間 で 最 高 の17.5mg%を




示 し,19投 与 で は4時 間値 が9.4mg%,10時間 で な
お8.1皿g%を 証 明 した.Goldhammerは1.59及び
39投 与時 の 吸 収及 び 排泄 を 測 定 し,血 中濃 度 は いず
れ も4時 間 が 最 高で,そ れ ぞ れIOrng%及 び12mg%
で あ り,24時間 後に もな おそ れ ぞれ3mg%及 び5mg
%の 濃 度 を 維持 し てい る こ とを示 した.そ して一 方
尿中 排 泄量 は,24時間 で いず れ も約70%で あつ た 。
Essellie「'Hunzike「undColalsan.teよ14人にMeri-
an1.59を内 服せ しめ た ところ4時 間 後に は6な い し
9mg%と な り,そ の 後徐 々に低 下 す るが,24時間 後
に もな お2な い し4mg%の 濃 度 を 維持 した.そ して
そ の 尿 中排 泄 は大 体血 中濃 度 に比 例 してお り,44時間
で78.6%が 排 泄 され た.Merianの吸 収 並 び に排 泄
に 関す るわれ わ れ の実 験 成 績並 び に諸 家の 実験 成 績 か
ら,本 剤は1な い し291回 の投 与 に よ り,治 療 効果
を期 待 で きる十 分な血 中濃 度が 持続 され る こ とが 判 明
した.従 つ て臨 床 的 には,治 療 の 目的 には1日 量29
を 限 度 とし,1)291回 投 与,2)初 回19,以 後12
時 間毎 に0.5ない し19投 与 の2型 式 が 考 え られ,予
防 の 目的 に は1日 量19を 限 度 とす る1回 投与 で十 分
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A.泌 尿 器科 的 検 査並 びに操 作例
1.尿 管 カ テ ー テ リス ム ス
・水 腎 症3例





















以 上わ れ われ の65症例 に対 す るMerianの 使 用成
績 を総 括 す る と,尿 路感 染 症26例 中 治 癒7例(26.9
%),有 効13例(50%),そして無 効6例(23.1%)の
結 果 を得 た.治 療 に成功 した ものは20例(76.9%)で
あ る.そ して 副作 用 は僅 か に2例(3.1%、 にみ られ
た だ け で あつ た.こ の成 績はRentchnicle;EsseiUer
HunzikerttndGoldsand等の 得 た成 績 とほ ぼ一 致 す
る.Rentchnickは20例の膀 胱 炎並 び に 腎孟 膀 胱炎 中
治 癒11例(80%)に良 好 な結 果 を得 てい る.Essellier,
Hunziker〃ndColdsandは慢 性 膀 胱 炎59例中36例
(61.0%)に,急性膀 胱 炎7例 中4例(57.1%),急
性 腎孟 膀 胱 炎7例 中4例(57.1%)に 有 効 で あつ た.
そ して 副作 用 は いず れ も極 め て 稀で あ つ た とい う.
皿 結 論
われわれは 新サル ファ剤Merianの 血 中濃
度並びに 尿中排泄量 を 測定 し,本 剤がlong
actingである ことを確かめた.本 剤 に よる尿
路感染症 の治療 には291回 投与 または191
回投 与後12時 間毎 に19ま たは0.59を追加す
る方法 が適 当であ り,感 染予防 には1日191
回投 与で十分 である.
26例の尿路感染症 に使用 し,治 癒7例(26.9
%),有 効13例(50%),無 効6例(23.1%)
の結果を得た.そ して感染 の予防 には39例に使
用 し,全 般 においてその 目的 を達す ることがで
1252
き・た.
副作用は65例 中僅 か2例(3.1%)に みられ
たにすぎない.
本 剤は泌尿器感染症 に対 す るす ぐれた治療薬
であるばか りでな く,そ の10ngactingの性
状か ら,す ぐれた感染予防薬 として も使用 し得
る ものであ る.
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